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三洋化成工業株式会社

１.経営成績

（１）連結売上高は、原料価格下落に伴う販売価格の改定などにより、前年同期比８．２％減の７２０億円

　　　となりました。

（２）利益面では、円高は進行したものの、原料価格の下落、販売数量増およびコストダウンなどにより、

　　　連結営業利益は前年同期比２５.０％増の７５億円、連結経常利益は為替差損もあり、前年同期比

　　　１４.４％増の７５億円となりました。

（３）中間配当は、前期末配当と同じ１株当り９円とさせていただきます。

　　　　　（単位：億円）

2015年度
第2四半期累計

売 上 高 ７８４

営 業 利 益 ６０

経 常 利 益 ６５

四 半 期 純 利 益 ３６

（*）連結ベースでは、「親会社株主に帰属する四半期純利益」

２.セグメント別連結売上高

（単位：億円）

売上高 構成比(%)

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 ２９６ ３７.８

石 油 ・ 輸 送 機 産 業 関 連 １９２ ２４.４

ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ・繊維産業関連 １０７ １３.７

情報 ・電気電子 産業関連 ９６ １２.３

環 境 ・ 住 設 産 業 関 連 他 ９３ １１.８

合　　　　計 ７８４ １００.０

３.セグメント別連結営業利益

（単位：億円）

生 活 ・ 健 康 産 業 関 連 ２４.０

石 油 ・ 輸 送 機 産 業 関 連 ９.２

ﾌ ﾟ ﾗ ｽ ﾁ ｯ ｸ・繊維産業関連 １５.７

情報 ・電気電子 産業関連 ７.０

環 境 ・ 住 設 産 業 関 連 他 ４.２

合　　　　計 ６０.２
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４．連結営業利益の増減分析（前年同期比）

５．連結海外売上高の推移

６．配当の状況

　２０１６年１０月１日で普通株式５株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。２０１６年度

の１株当たり期末配当金につきましては、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」

として記載しております。

中間
円銭

２０１４年度 ７.５０

２０１５年度 ８.００

２０１６年度 ９.００

７．２０１６年度業績予想

　当第２四半期連結累計期間の業績は順調に推移しましたが、為替や原材料価格の動向など不透明な要素がある

ことから、平成２８年４月公表の「平成２９年３月期の連結業績予測」を据え置くこととしております。

　　　　　　　（単位：億円）

増減 伸び率(%)

売 上 高 １,５８０ ０ △０.７

営 業 利 益 １３８ １３ ２７.５

経 常 利 益 １４５ １２ ２４.３

当 期 純 利 益 ９７ ２８ ３４.０

Ｒ Ｏ Ｅ ８.４ ２.２ －
（*）連結ベースでは、「親会社株主に帰属する当期純利益」

<業績予想の前提条件> 為替レート：１０５円/＄、国産ナフサ価格：３５千円/KL
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８．主な設備投資と減価償却費

（１）設備投資額（検収ベース）、減価償却費の推移

　（単位：億円）

2015年度
第２四半期

2016年度
第２四半期

 設備投資額 ４５ ４９

 減価償却費 ４３ ※  ３５

※ 従来から定額法を採用している海外連結子会社等と合わせて、当社グループの採用する減価償却方法は

定額法に統一されました。また、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の減価償却費が連結

で８億円、単体で６億円減少しております。(表中の数値は定額法)

（２）主な設備投資

(単位:億円)

単体 重合トナー中間体製造設備

電池材料用研究開発設備

潤滑油添加剤製造設備（新製品対応）

SDPｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ(ﾏﾚｰｼｱ) 高吸水性樹脂製造設備

９．トピックス

（１）高速測定が可能な検査試薬キットのラインアップを拡充

　当社は、高速測定が可能な自動化学発光酵素免疫分析装置『アキュラシード』専用の試薬キット『アキュ

ラシード』シリーズのラインアップを拡充、４月１日より和光純薬工業株式会社を通じて本格販売を開始し

ました。

　新しく販売を開始した８項目を加え、『アキュラシード』シリーズのラインアップは現在１０項目。今回

は、患者数が多く、検査する機会も多い心疾患、ガン、糖尿病について拡充しました。今度も現場のニーズ

に応えてラインアップの拡充を続けます。

（２）衣浦工場における電池材料用研究設備新設

　エネルギー関連材料が堅調な需要の伸びを示していることから、当社は電池材料を第９次中計の重要研究

アイテムの一つと位置付け、既存の研究所（京都本社、桂）に加え、新たに衣浦工場に研究設備を設けるこ

とを決定しました。新設備への投資額は約５億円、操業開始は２０１７年１月です。

以　上

設備投資アイテム 稼働時期 総投資額

2015年度
第２四半期

２９

連　結

２２

※  ２１

単　体

2016年度
第２四半期

２４

2016年10月

2017年1月

2017年10月

2018年度

１６

５

９

１１０

－ ３ －


